












　In this article I discuss the research done in the year 2011/2012 for the improvement of the  teaching of Italian at Shizuoka University 













2 年生以降、週 2 コマ、1 年間に限り、初級のみ、とい
うものである。報告者が担当することなった 2009 年度
以降の 2 年間で大幅な履修生の増加がみられた。初年度
（2009 年）が年間を通して 15 名であったところ、次
の 2010 年度は 34 名、2011 年度は 32 名となった。

























































文化政策学部国際文化学科 Department of International Culture, Faculty of Cultural Policy and Management
Proposals for improving the teaching of Italian and plans for an academic 
exchange agreement with the University of Bologna
Proposals for improving the teaching of Italian






























コンテストは、2011 年に第 5 回をむかえた同大会と、







会は、1 位から 3 位までにイタリア往復航空券が支給さ
れるという、より魅力的な設定ゆえに挑み甲斐がある 4。
2010 年度には本学から 3 人が出場したが（全 19 人中）、








年 12 月 10 日に京都外国語大学で開催された大会に出
場したのは次に挙げる国際文化学科 3 年の 2 名である。
仁科十志子「新撰組—最後の忠士たち Shinsengumi: gli 
ultimi samurai fedeli」、藤井優里香「動物と共に生きる
Vivere con gli animali」がそれぞれの題目であるが、前


















年 12 月 22 日、本学講堂において、《ナターレ 2011 








Japan" 浜松から大船渡へ " 音楽活動支援」に充てられた。
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ツェ、ミラノの大学で模索するため 2011 年 11 月に現


















































Proposals for improving the teaching of Italian





































































4　2010 年 12 月に出場した芸術文化学科 4 年生は 3 位となりイタ
リア往復航空券を得た。また 2012 年の第 6 回大会では国際文化
イタリア語教育の拡充

































発行、第 16 号、2012 年 9 月）に掲載されている。

